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縛
」
は
解
け
る

よ
し
だ
・
と
し
ひ
ろ
一
九
五
七
年
生
ま
れ
。
ジ
ャ
ー
ー
ナ
リ
ス
ト
三
森
の
回
廊
』

で
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
、
≡
日
米
合
同
委
員
会
一
の
研
究
』
　
で
日
本

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
賞
を
受
賞
。
著
書
に
軍
容
約
　
日
米
地
位
揚
足
と
米
兵
犯

吉
田
敏
活
罪
』
『
日
米
戦
争
同
盟
各
　
軍
沖
縄
　
日
本

で
最
も
戦
場
に
近
い
場
所
』
　
『
ル
ポ
・

戦
争
協
力
拒
否
』
『
赤
紙
と
徴
兵
』
な
ど
。

砂
川
事
件
の
元
被
告
ら
に
よ
る
国
賠
訴
訟

今
年
は
安
保
改
定
か
ら
六
〇
年
の
節
目
に
あ
た
る
が
、
い
ま
東
京
地

裁
で
注
目
す
べ
き
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の
裁
判
が
進
行
中
だ
。
昨
年
三

月
一
九
日
提
訴
の
砂
川
事
件
裁
判
国
賠
訴
訟
（
以
下
、
砂
川
国
賠
訴
訟
）

で
、
司
法
の
公
平
性
・
独
立
性
と
憲
法
九
条
や
日
米
安
保
条
約
・
地
位

協
定
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

「
駐
留
米
軍
は
違
憲
で
は
な
い
。
高
度
の
政
治
性
を
有
す
る
日
米
安

保
条
約
は
、
一
見
極
め
て
明
白
に
違
憲
無
効
と
認
め
ら
れ
な
い
限
り
は

裁
判
所
の
司
法
審
査
権
の
範
囲
外
」
と
し
た
砂
川
事
件
最
高
裁
判
決

（
一
九
五
九
年
二
一
月
一
六
日
。
以
下
、
砂
川
最
高
裁
判
決
）
。
そ
の
背
後
に
、

当
時
の
田
中
耕
太
郎
最
高
裁
長
官
か
ら
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
駐
日
米
国
大
使

ら
へ
の
密
談
に
よ
る
裁
判
情
報
の
漏
洩
が
あ
り
、
憲
法
三
七
条
が
保
障

す
る
「
公
平
な
裁
判
所
」
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
と
し

て
、
砂
川
事
件
元
被
告
の
土
屋
源
太
郎
氏
と
椎
野
徳
蔵
氏
、
元
被
告
の

故
坂
田
茂
氏
の
長
女
・
坂
田
和
子
氏
の
三
名
が
、
国
を
相
手
取
り
訴
訟

を
起
こ
し
た
。
賠
償
金
各
一
〇
万
円
、
元
被
告
の
罰
金
各
二
〇
〇
〇
円

の
償
還
、
国
（
政
府
）
に
よ
る
謝
罪
広
告
の
掲
載
を
求
め
て
い
る
。

砂
川
最
高
裁
判
決
は
、
安
倍
晋
三
政
権
が
判
決
内
容
を
曲
解
し
た
う

え
で
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
強
引
な
解
釈
改
憲
の
正
当

化
に
用
い
た
。
ま
た
、
米
軍
機
の
騒
音
公
害
や
米
軍
用
地
の
強
制
使
用
な

ど
米
軍
基
地
被
害
を
め
ぐ
る
裁
判
で
、
安
保
優
先
・
軍
事
優
先
の
判
決
を

正
当
化
す
る
最
高
裁
判
例
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
日
米
安

保
体
制
と
軍
事
同
盟
強
化
の
お
墨
付
き
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

し
か
し
、
そ
の
背
後
に
、
米
国
政
府
の
密
か
な
内
政
干
渉
、
田
中
最

高
裁
長
官
の
裁
判
情
報
の
漏
洩
な
ど
不
正
行
為
の
あ
っ
た
こ
と
が
、
米
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国
立
公
文
書
館
で
秘
密
指
定
解
除
の
う
え
公
開
さ
れ
た
、
秘
密
電
報
・

書
簡
な
ど
の
外
交
文
書
（
後
述
）
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
司
法
の
公
平

性
・
独
立
性
が
侵
害
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
砂
川
国
賠
訴
訟
は
そ
の
よ
う

な
黒
い
霧
に
覆
わ
れ
た
最
高
裁
判
決
に
、
根
底
か
ら
異
議
申
し
立
て
を

す
る
も
の
だ
。
原
告
の
一
人
、
土
屋
源
太
郎
氏
（
撃
は
訴
え
る
。

「
一
九
五
九
年
当
時
、
砂
川
事
件
を
裁
い
た
最
高
裁
大
法
廷
の
裁
判

長
は
、
田
中
長
官
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
自
ら
裁
判
の
一
方
の
当
事
者

の
米
国
大
使
に
密
か
に
裁
判
情
報
を
漏
ら
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
不
公

平
で
不
透
明
な
最
高
裁
判
決
に
正
当
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
裁
判
所
は
、

私
た
ち
が
公
平
な
裁
判
所
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
こ
と

を
認
め
、
司
法
の
公
平
性
と
独
立
性
を
自
ら
回
復
さ
せ
る
べ
き
で
す
」

砂
川
事
件
と
は
一
九
五
七
年
七
月
八
日
、
東
京
都
砂
川
町
（
現
立
川

市
）
で
、
米
軍
立
川
基
地
の
基
地
内
民
有
地
の
強
制
使
用
の
た
め
の
測

量
に
反
対
す
る
、
地
元
農
民
と
支
援
の
労
働
者
・
学
生
の
デ
モ
隊
の
一

部
が
、
基
地
内
に
数
メ
ー
ト
ル
立
ち
入
り
、
同
年
九
月
、
日
米
行
政
協

定
（
現
日
米
地
位
協
定
）
に
伴
う
刑
事
特
別
法
（
以
下
、
刑
特
法
）
違
反
容

疑
で
二
三
人
が
逮
捕
さ
れ
た
事
件
。
七
人
の
労
働
者
や
学
生
が
起
訴
さ

れ
た
。
当
時
、
明
治
大
学
生
だ
っ
た
土
屋
氏
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

秘
密
電
報
が
伝
え
る
砂
川
最
高
裁
判
決
の
舞
台
裏

一
九
五
九
年
三
月
三
〇
日
の
東
京
地
裁
の
判
決
で
は
、
砂
川
事
件
の

被
告
全
員
が
無
罪
と
さ
れ
た
。
新
聞
各
紙
は
一
面
で
、
「
米
軍
の
駐
留

は
違
憲
、
刑
特
法
は
無
効
、
基
地
立
ち
入
り
、
全
員
に
無
罪
」
な
ど
の

見
出
し
を
掲
げ
、
大
々
的
に
報
じ
た
。
伊
達
秋
雄
裁
判
長
の
名
か
ら

壷
達
判
決
」
と
呼
ば
れ
る
。
憲
法
九
条
を
め
ぐ
る
裁
判
史
上
、
特
筆

さ
放
る
報
決
の
主
旨
は
次
の
と
お
り
だ
。

蓑
簾
条
約
に
よ
る
駐
留
米
軍
は
日
本
国
外
に
も
出
動
で
き
、
基
地

蜜
語
導
罷
強
の
た
め
に
使
用
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
が
武
力
紛
争

張
塞
き
二
義
就
、
撃
の
惨
横
が
及
ぶ
お
そ
れ
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

籠
醗
馨
態
捷
葦
青
馬
籠
軽
の
あ
る
米
軍
に
、
基
地
を
提
供
し
駐
留
を
許

薄
轟
欝
藩
馨
繋
露
義
経
、
「
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨


